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○ 分析結果

活動の屋威容や個人の記録を写真等を用いて詳しく記入してし

る

活動内容に療育の目的やねらいを明確にし、児童に伝わりやす

いように説明し記録している

支援内容を職員間で共有 し療育 に反映させていく、常に新 し

アヽイデアや工夫を出し合えるように個々に学び共有してい

活動プログラムを多角的に検討している
自己肯定感の向上をはか り自信をもつて楽 し

く前向きに生活できるに促 している

を今より増や し個々のスキルアッ

システムの見方や使い方が周知がなされていない 周知、説明する機会を設けていない
面談時や送迎時に再度声掛けを行い契約時にも詳しく丁寧に

説明する

りが少ない グループ分けを行い支援の内容を深めていく

再度支援計画に沿つた療育を行う

グループ分けを行い時間配分の計画を立てる

やADLの自立に向けて目標を持つてもらえ
で
よっ章雫中


